
◆
功
績
の
概
要
◆ 

大
正
２
（
１
９
１
３
）
年
茨
城
県
那
珂
郡

瓜
連
村
（
現
那
珂
市
瓜
連
）
に
生
ま
れ
ま
し

た
。
昭
和
１５
（
１
９
４
０
）
年
に
京
都
帝

国
大
学
法
学
部
（
現
国
立
大
学
法
人
京
都
大

学
）
を
卒
業
後
、
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
に
入
社
し

ま
し
た
が
、そ
の
８
ヶ
月
後
に
召
集
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
主
計
将
校
と
し
て
終
戦
を

迎
え
、
昭
和
２１
（
１
９
４
６
）
年
に
復
員

し
ま
し
た
。 

帰
郷
後
す
ぐ
に
青
年
文
化
運
動
に
参
加

し
て
、地
方
民
主
主
義
文
化
の
向
上
発
展
に

努
め
、
翌
昭
和
２２
（
１
９
４
７
）
年
に
は
、

瓜
連
町
長
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
２６
（
１

９
５
１
）
年
に
い
っ
た
ん
町
長
の
座
を
退
き
、

地
方
自
治
や
社
会
福
祉
を
研
究
す
る
た
め

ペ
パ
ー
ダ
イ
ン
大
学
（
米
国
）
に
留
学
し
ま

し
た
。
氏
は
研
究
を
修
め
、
昭
和
３０
（
１

９
５
５
）
年
に
帰
国
し
、
町
長
に
復
帰
し
ま

し
た
。 

昭
和
３４
（
１
９
５
９
）
年
、
茨
城
県
知

事
選
挙
に
出
馬
し
当
選
し
ま
し
た
。知
事
在

任
中
は
、
「
農
工
両
全
」
を
掲
げ
て
地
域
開 

発
を
目
指
し
、
鹿
島
臨
海
工
業
地
帯
・
筑
波

研
究
学
園
都
市
の
開
発
に
力
を
注
ぎ
、今
日

に
至
る
茨
城
県
の
産
業
と
学
術
の
基
盤
を

作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
年
の
悲
願
で
あ
っ

た
米
軍
水
戸
射
爆
場
（
跡
地
は
常
陸
那
珂
港

や
常
陸
海
浜
公
園
の
一
帯
）の
返
還
に
特
に

尽
力
し
、
昭
和
４８
（
１
９
７
３
）
年
に
返

還
に
至
り
ま
し
た
。 

昭
和
５０
（
１
９
７
５
）
年
に
知
事
を
退

任
し
た
後
、請
わ
れ
て
再
び
茨
城
県
歴
史
館

長
を
務
め
（
知
事
在
職
中
、館
長
を
兼
務
）、

歴
史
資
料
保
存
法
（
後
の
公
文
書
館
法
）
制

定
に
向
け
た
運
動
に
心
血
を
注
ぎ
ま
し
た
。 

ま
た
、鹿
島
地
域
の
教
育
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
清
真
学
園
創
立
に
奔
走
し
、

初
代
理
事
長
に
就
任
、県
下
屈
指
の
進
学
校

の
礎
を
築
き
ま
し
た
。 

昭
和
５３
（
１
９
７
８
）
年
に
妻
で
参
議

院
議
員
の
岩
上
妙
子
氏
が
病
に
よ
り
議
員

を
辞
職
し
た
た
め
、
そ
れ
に
伴
う
参
議
院
補

欠
選
挙
に
出
馬
し
て
当
選
を
果
た
し
ま
し

た
。 

氏
は
参
議
院
議
員
を
３
期
務
め
、こ
の
間
、

議
員
立
法
で
「
公
文
書
館
法
」
を
制
定
し
ま

し
た
。
公
文
書
の
う
ち
、
歴
史
資
料
と
し
て

価
値
の
あ
る
文
書
の
保
存
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
、歴
史
館
長
時
代
の
信
念
が
こ
こ

に
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、議
員
在
職
中
は
科
学
技
術
政
務
次

官
を
歴
任
す
る
ほ
か
、平
成
元（
１
９
８
９
）

年
６
月
に
公
文
書
館
法
施
行
１
周
年
記
念

と
し
て
、
国
際
文
書
館
評
議
会（
本
部
パ
リ
）

か
ら
名
誉
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
そ
の
２
か
月
後
、肝
不
全
の
た
め
、

慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
議
員
在
職
中
の
ま

ま
惜
し
ま
れ
つ
つ
逝
去
し
ま
し
た
。 

 

◆
名
誉
市
民
選
定
の
理
由
◆ 

瓜
連
町
長
と
し
て
地
域
の
発
展
に
傾
注

す
る
ほ
か
、茨
城
県
知
事
と
し
て
も
鹿
島
臨

海
工
業
地
帯
・
筑
波
研
究
学
園
都
市
の
開
発
、

米
軍
水
戸
射
爆
場
の
返
還
等
の
事
業
を
推

進
し
、現
在
の
茨
城
県
発
展
の
礎
を
築
い
た

功
績
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
茨
城
県
知
事
退
任
後
に
清
真
学
園

を
創
立
し
、茨
城
県
の
教
育
レ
ベ
ル
の
向
上

に
貢
献
す
る
な
ど
、政
治
家
と
し
て
だ
け
で

な
く
、教
育
者
と
し
て
の
功
績
も
特
筆
す
べ

き
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
さ
ら
に
、早
く
か
ら
歴
史
的
文
書
保
存
の

必
要
性
を
認
識
し
、参
議
院
議
員
在
職
中
に

「
公
文
書
館
法
」
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。 

「
公
文
書
館
法
」は
歴
史
資
料
の
範
囲
に

公
文
書
等
を
含
め
、さ
ら
に
国
及
び
地
方
公

共
団
体
に
、こ
れ
ら
の
保
存
及
び
利
用
に
関

し
、適
切
な
措
置
を
講
ず
る
責
務
を
明
文
化

し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
日
本
の
公
文
書
の

保
存
及
び
活
用
に
関
す
る
概
念
が
確
立
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
功
績
は
誠
に
顕
著
で
あ
り
、郷

土
の
誇
り
と
し
て
尊
敬
に
値
す
る
も
の
と

認
め
ら
れ
る
た
め
、
名
誉
市
民
と
し
て
選
定

し
ま
し
た
。 

 【
略
年
表
】 

１
９
１
３
年
（
大
正
２
年
） 

１
９
４
０
年
（
昭
和
１５
年
） 

  

１
９
４
６
年
（
昭
和
２１
年
） 

１
９
４
７
年
（
昭
和
２２
年
） 

１
９
５
１
年
（
昭
和
２６
年
） 

 

１
９
５
５
年
（
昭
和
３０
年
） 

１
９
５
９
年
（
昭
和
３４
年
） 

１
９
７
４
年
（
昭
和
４９
年
） 

１
９
７
５
年
（
昭
和
５０
年
） 

 

１
９
７
８
年
（
昭
和
５３
年
） 

１
９
８
２
年
（
昭
和
５７
年
） 

１
９
８
７
年
（
昭
和
６２
年
） 

 

１
９
８
９
年
（
平
成
元
年
） 

 

瓜
連
村
で
生
ま
れ
る 

京
都
帝
国
大
学
卒
業 

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
入
社 

召
集
さ
れ
陸
軍
に
入
隊 

復
員 

青
年
文
化
運
動
に
参
加 

瓜
連
町
長
に
当
選
す
る 

町
長
を
辞
し
米
国
ペ
パ
ー
ダ
イ
ン
大
学

へ
留
学 

帰
国 

町
長
に
復
職 

茨
城
県
知
事
に
当
選 

茨
城
県
歴
史
館
オ
ー
プ
ン 

茨
城
県
知
事
辞
職 

 

茨
城
県
立
歴
史
館
長
を
再
任 

参
議
院
議
員
に
当
選 

科
学
技
術
政
務
次
官
に
就
任 

公
文
書
館
法
制
定 

勲
一
等
瑞
宝
章
を
授
与
さ
れ
る 

国
際
公
文
書
館
評
議
会
名
誉
メ
ダ
ル
を

授
与
さ
れ
る 

７６
歳
で
逝
去 

那
珂
市
名
誉
市
民
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
故
）
岩
上

い
わ
か
み 

二
郎

に

ろ

う 

氏 

 

大
正
２
年
１１
月
２９
日
～
平
成
元
年
８
月
１６
日 

(

１
９
１
３
年) 

 
 
 
 
 
 

（
１
９
８
９
年
） 


